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過
激
に
戦
争
詠
む
「変
貌
」

▼
く
つ
が
え
さ
れ
た
イ
メ

ー
ジ
「戦
地
よ
り
昨
日
も
今
日

も
得
る
も
の
は
荒
鷲
に
由
る

空
爆
の
報
」

「
日
の
本
の
水
陸
の
猛
者

（も
さ
）
将
兵
の
漢
口
に
入

る
東
洋
の
秋
」

右

の

二
首
は
、

昭
和

１３

（
１
９
３
８
）
年
４
月
に
、

与
謝
野
晶

子
が
読
売
新

聞

「婦
人
短
歌
」
の
選
者
と
し

て
詠
ん
だ
短
歌
だ
。

晶
子
と
い
え
ば
、
お
そ
ら

く
多
く
の
人
が
、

「や
は
肌

の
熱
き
血
潮
に
触
れ
も
見
で

さ
び
し
か
ら
ず
や
道
を
説
く

君
」
等
で
明
治
３４

（
１
９
０

１
）
年
に
熱
狂
的
な
支
持
を

受
け
た
歌
集

『
み
だ
れ
髪
』
、

あ
る
い
は
日
露
戦
争
に
出
征

し
た
弟
を
嘆

い
た

明
治

３７

（
１
９
０
４
）
年
の
詩

「
君

死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」

を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
日
本

と
中
国
は
全
面
戦
争
に
突

入
、
国
家
総
動
員
法
も
公
布

さ
れ
、
以
降
終

戦
ま

で
に

「戦
争
短
歌
」
を
詠
ん
だ
歌

人
は
も
ち
ろ
ん
与
謝
野
晶
子

だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、

「君
死
に
た
ま
ふ
…
」
か
ら

三
十
四
年
後
に
晶
子
が
詠
ん

だ
歌
は
、
衝
撃
的
で
あ
る
。

▼
高
い
理
想
で
は
じ
め
た

「婦
人
短
歌
」

晶
子
が
読
売
新
聞

「婦
人

短
歌
」
の
選
者
に
な

っ
た
の

は
昭
和
７

（
１
９
３
２
）
年

５
月
８
日
。
３
月
に
は
満
州

国
建
国
が
宣
言
さ
れ
、
世
の

中
の
空
気
は
す
で
に
不
穏
の

兆
し

を
見
せ

て
い
た

が
、

「婦
人
短
歌
」
開
始
に
あ
た

っ
て
の
晶
子
の
理
想
は
、
時

代
と

は
関
係
な

く
高

か

っ

た
。

「歌
は
言
葉
の
芸
術
、

言
葉
の
音
楽
」
で
あ
り
、
「芸

術
と
し
て
何
等
か
の
新
し
い

発
見
の
あ
る
作
」
の
み
採
録

す
る
と
し
、
翌
年
に
も

「歌

の
作
者
は
言
葉
の
味
わ
い
と

そ
の
用
い
方
と
に
、
特
に
潔

癖
で
あ
り
敏
感
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
心
構
え
を
説

い
て
い
る
。

▼
奈
良
の
常
連
入
選
者

与
謝
野
晶
子
が
選
歌
し
た

投
稿
歌
二
四
八
六
首
と
晶
子

の
歌
は
、

『
与
謝
野
晶
子

選
者
の
歌
』
及
び

『
婦
人
短

歌
　
与
謝
野
晶
子
選
』
と
し

て
、
晶
子
の
出
身
地

。
堺
市

で
、
晶
子
や
夫

・
鉄
幹
の
業

績
を
研
究
し
て
い
る
与
謝
野

晶
子
倶
楽
部
が
２
０
１
２
～

１
３
年
に
ま
と
め
た
。

入
選
歌
は
北
は
樺
太
や
小

樽
、
南
は
鹿
児
島
、
台
北
ま

で
各
地
に
お
よ
び
、
奈
良
か

ら
も
、

「大
寺
の
鐘
浮
き
沈

み
響
く
な
り

一
千
年
の
夢
を

語
る
や
」

（
昭
７
年
８
月
、

題

「浮
」
）
の
歌
を
は
じ
め

五
十
首
ほ
ど
が
掲
載
さ
れ
た

「水
谷
野
菊
」
さ
ん
や

「神

戸
鶴
」
さ
ん
が
入
選
。
神
戸

さ
ん
の
歌
は
日
中
戦
争
開
始

以
降
の
三
首
。
水
谷
さ
ん
の

居
住
地
は
昭
和
８
年
８
月
か

ら

「東
京
」
に
変
わ

っ
て
は

い
る
が
、
彼
女
の
歌
を
い
く

つ
か
拾
い
な
が
ら

「婦
人
短

歌
」
の
変
遷
を
追
い
た
い
。

初
期
の
水
谷
さ
ん
の
歌
は

「初
秋
の
風
に
乗
り
つ
つ
走

る
な
り
雲
の
描
け
る
馬
と
天

女
と
宍
昭
７
年
９
月
「
風
し
、

「山
々
は
薄
紫
に
明
け
初
め

ぬ
奈
良
の
都
の
元
朝
の
鐘
」

（
昭
８
年
１
月

「朝
」
）
等
、

題
を
生
か
し
つ
つ
奈
良
を
詠

ん
だ
も
の
が
多
い
。

「東
京
　
水
谷
野
菊
」
と

掲
載
さ
れ
て
以
後
の
歌
も
、

「岩
の
う

へ
丸
木
橋
な
ど
渡

り
来
て
鮎
釣
る
人
と
物
を
云

ふ
朝
穴
昭
８
年
９
月
「人
し
、

「濡
れ
つ
つ
も
車
を
下
り
て

旅
人
が
雨
に
な
や
め
る
山
の

花
摘
む
」

（
昭
８
年

１０
月

「濡
」
）
等
、
こ
ま
や
か
な

視
線
の
感
じ
ら
れ
る
歌
が
多

い
。

「雪
降
り
て
白
き
香
久

山
見
て
あ
れ
ば
何
と
は
な
し

に
心
と
き
め
く
穴
昭
９
年
１

月
）
な
ど
は
年
末
年
始
の
奈

良

へ
の
帰
省
時
だ
ろ
う
か
。

他
者
の
入
選
歌
を
少
し
挙

げ
る
と

「更
け
し
夜
に
地
鳴

り
と
思
ふ
音
や
ま
ず
物

々
し
け
れ

工
場
の
春
」

（東
京
　
有
珠
井
榮
）
、

「ひ
そ
か
に
も
自
椿
咲

く
新
宿
の
茶
房
の
夜
の

十
時
過
ぎ
か
な
」

（東

一只
　
小
熊
れ
つ
）

〈
共

に
昭
１０
年
４
月
〉
等
、

当
時
の
社
会
や
生
活
が
よ
く

分
か
る
。
選
者
で
あ
る
晶
子

も
同
じ
題
で
毎
月
約
十
首
を

掲
載
。
浪
漫
的
抒
情
を
守
り

つ
つ
も
旅
先
の
風
習
や
情
景

を
詠
ん
だ
も
の
が
多
く
、
短

歌
は
民
俗
を
読
み
解
く
有
効

な
手
段
で
も
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

▼
昭
和
１２
年
８
月
を
境
に

と
こ
ろ
が
、
昭
和
１２

（
１

９
３
７
）
年
２
月
、
晶
子
の

「世
の
中
の
激
動
の
気
の
つ

た
は
れ
ど
誘
は
れ
ぬ
べ
き
心

に
あ
ら
ず
」

（
「激
」
）
、

同
７
月

「か

へ
り
み
て
誤
り

ぬ
と
は
な
さ
ぬ
な
り
こ
の
世

に
続
く
文
芸
の
道
」
∩
芸
し

と
、
ま
る
で
踏
み
留
ま
る
こ

と
を
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て

い
る
よ
う
な
歌
が
掲
載
さ
れ

た
の
ち
、
８
月
の
日
中
全
面

戦
争
以
降
、
出
さ
れ
る
題
も

（
出
題
が
晶
子
か
編
集
部
か

は
不
明
）
、
晶
子
の
歌
も
、

投
稿
者
の
歌
も

一
変
す
る
。

特
に
晶
子
は

「詠
ま
さ
れ
て

い
る
」
と
は
思
え
な
い
好
戦

的
な
歌
が
増
え
る
。

「そ
の

心
正
し
き
人
が
美
し
く
清
く

死
に
行
く
た
た
か
ひ
の
庭
」

（
昭
１２
年
１２
月
「戦
し
な
ど
は

「君
死
に
た
ま
ふ
ｒ
」
と
は
真

逆
の
歌
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

他
方
、
冒
頭
で
晶
子
が
勇

ま
し
す
ぎ
る
ほ
ど
に
詠
み
あ

げ
た

「荒
」

「鷲
」
の
題
で
、

水
谷
さ
ん
が
詠
ん
だ
歌
は
、

「花
園
を
荒
ら
す
狐
の
う
は

さ
さ

へ
の
ど
け
し
や
と
し
春

山
に
聞
く
」
。
他
の
投
稿
者

が
ほ
ぼ

「戦
歌
」
を
詠
ん
で

い
る
中
、
明
ら
か
に
カ
ラ
ー

が
違
う
。

直
接
戦
争
を
詠
ん
だ
歌
も

少
し
は
あ
る
が
、
「海
も
ま
た

凱
歌
ど
よ
も
す
元
朝
に
祈
り

を
捧
ぐ
つ
は
も
の
の
た
め
」

（
昭
１３
年
１
月

「凱
」
）
な

ど
で
、
同
じ
題
の
晶
子
の
歌
、

「昇
る
日
を
負
ひ
て
東
の
海

ぞ
鳴
る
御
軍

（
み
い
く
さ
）

に
聞
く
凱
歌
の
如
く
」
と
比

ベ
ト
ー
ン
が
低
い
。
過
激
に

反
戦
を
訴
え
た
晶
子
が
、
時

代
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
過

激
に
戦
争
を
詠
む
に
至

っ
た

事
実
は
、
今
後
さ
ら
に
研
究

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

▼
民
俗
の
記
録
と
し
て
の

短
歌晶
子
は
そ
の
後
、
本
土
空

襲
も
終
戦
も
知
ら
ず
、
昭
和

‐７

（
１
９
４
２
）
年
５
月
に

永
眠
し
た
。　
一
方
の
水
谷
野

菊
さ
ん
を
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
で

検
索
し
た
と
こ
ろ
、
佐
佐
木

信
綱
が
創
刊
し
た
短
歌
雑
誌

「心
の
花
」
の
昭
和
２２

（
１

９
４
７
）
年
１０
月
号
に
名
前

を
見
つ
け
た
。
同

一
人
物
か

ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
終
戦

後
も
歌
を
詠
み
続
け
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。

歌
が
記
録
す
る
民
俗
の

一

例
と
し
て
、
晩
年
の
晶
子
の

「変
貌
」
と
、
淡
々
と
詠
み

続
け
た

一
投
稿
者
、
水
谷
野

菊
さ
ん
の
そ
の
後
を
も
う
し

ば
ら
く
追

っ
て
み
た
い
。

（し

ゃ
く

。
ね
こ
＝
歌
人
）

時
代
と
短
歌

還
紳躙醐臨時̈
選んだ
避

翼

鷲ヽ
・・４
豪
■
構

警
第
一義
の
歌
ヽ
量

葉
然
野
　
議
子

与
謝
野
晶
子
「選
者
の
言
葉
穴
昭
和
８
年
１
月
１６
日
）

蹴礼
個
個
掴
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納


